
1. 序　芝浦港南・天王洲地区は、明治後期からの埋め立
てにより生まれた水網状の運河を有する地区であり、運
河と沿岸敷地の境界には、災害時に護岸の崩壊や浸水を
防ぐ施設として内部護岸が建設された。その上部空間は
遊歩道として整備され、親水性を高めるアメニティ空間
としての役割も担っている。この整備ﾌﾟﾛｾｽにおいては
、東京都や港区・品川区および民間企業という複数の整
備主体が関わり、場所ごとに舗装や手摺などの景観要素
に意匠的な相違が見られる。そこで本研究では、図 １
に示すように用語を定義した上で、芝浦港南・天王洲地
区における内部護岸上遊歩道に着目し、その整備主体と
景観要素について検討を行うことで、対象地における水
辺景観形成の背景を明らかにし、また今後の内部護岸上
遊歩道の整備設計手法に資することを目的とする。
2. 分析対象の概要
2.1 東京港の内部護岸上遊歩道の整備状況　東京港にお
ける内部護岸上遊歩道の整備状況を見ると（図２)、中
央区、江東区では、対象の海岸保全区域のうち26.7％は
内部護岸上部を遊歩道として開放しているのに対し、芝
浦港南・天王洲地区では、68.4％を開放しており、他地
域より遊歩道整備が進んでいると言える注1。
2.2 分析対象　対象地区において、橋梁または運河の結
節点間のうち内部護岸上部を遊歩道として開放している
区間46件を遊歩道単位として対象とする（図3）。
3. 内部護岸・遊歩道の整備プロセス
　分析にあたりヒアリング調査を実施し（表1)、内部護
岸と遊歩道の整備主体注2と整備年注3を調査することで、
景観要素の整備ﾌﾟﾛｾｽについて検討を行った（表3）。　
3.1 整備プロセス　図4のように護岸整備、遊歩道整備の
順で整備が行われ、護岸整備は管理時の安全性の確保の
ため、手摺整備まで行われることが分かった。
3.1.1 護岸整備　整備は昭和56年に新芝N4、新芝S4から
始められ、沿岸敷地の状況を見ながら順次工事が進めら
れてきた。全資料46件の内37件が都による整備だが、芝
浦W2などの3件の護岸に関しては再開発に伴って民間が
整備を行い、また芝浦W9など6件では、手摺整備のみ民

間が整備を行なっていた。
3.1.2 遊歩道整備　整備開始から平成中期までは、都と
区相互の調整に時間がかかることなどから、旧海岸通り
を境に西側を区が、東側を都が整備を担当し、整備主体
が分かれていたが、平成中期から現在にかけて、全域を
区が行なっている（図５）。また、天王洲S1などの9件
の遊歩道は民間が整備している。整備年に関しては、整
備の間に空きがあるものがある(表2）。遊歩道開放のた
めには接続用構造物を2箇所以上設置しなければならな
いが、既存の建物などの影響で接続できない場合、沿岸
建築物の建替えの時期などに合わせて整備を行うためで
あると考えられる。
3.2 景観要素の整備主体　景観要素である手摺、舗装、
植栽について、整備主体の組合せにより3つのﾊﾟﾀﾝを抽
出した。Aは全ての要素を都が整備したﾊﾟﾀﾝであり、高
浜運河の全ての区間で見られた。Bは都と区が共同で整
備したﾊﾟﾀﾝであり、新芝運河の全ての区間で見られた。
Cは全ての要素を民間が整備したﾊﾟﾀﾝであり、沿岸敷地
の再開発の際に整備されている。
4. 内部護岸上遊歩道の景観要素の構成
　表 4 のように各景観要素の中で色や素材など標準的な
要素を基調要素、装飾などｱｸｾﾝﾄとなっている要素を強
調要素と定義し、それらの組合せﾊﾟﾀﾝより遊歩道単位内
での各要素の変化を検討する。
4.1　手摺の基調と強調　基調要素について（表 5）、基
調色はﾌﾞﾛﾝｽﾞ色とｼﾙﾊﾞｰ色、桟の方向は横桟と縦桟が見
られた。また強調要素について手摺の装飾は（表 6）、
付加物とﾊﾟﾗｽﾀｰの変化が見られ、さらに付加物は点的付
加物、線的付加物、面的付加物の 3ﾊﾟﾀﾝに大別できた。
これらの組合せﾊﾟﾀﾝを検討すると（表 7）、①-1 は装飾な
し、①-2 は装飾はあるが遊歩道内で連続的な変化がない
ものであり、いずれも変化なしである。②は強調要素の
装飾が遊歩道内で変化するもので変化が豊かである。③
は基調要素の色や桟の方向が変化するものであり急激な
変化である。①-1 と①-2 は同数ほど見られたが、②や③
などのデザインの変化があるものは見られなかった。
4.2　舗装の基調と強調　基調要素について（表 8）素
材は、8 種類見られ、ﾀｲﾙが最も多い。基調色では暖色系、
寒色系、ｸﾞﾚｰｽｹｰﾙが見られた注 5。また強調要素について
模様は（表 9）、模様なしでは目地なし、目地のみ、模
様ありではランダム、幾何学が見られた。また前節同様、
組合せﾊﾟﾀﾝを検討すると（表 13）、模様がないもの (①

全資料45件の内

旧海岸通り旧海岸通り

な
し 開

放

開
放

開
放

あ
り

護
岸
整
備
後
舗
装
整
備
後

整備年
の空き

護岸
整備

護岸
整備

護岸
整備

空き

空き

23

18

4

舗装
整備

遊歩道
整備

舗装
整備

遊歩道
整備

舗装
整備

遊歩道
整備

※民間事業者による
　再開発前：　　

都

民

※民間事業者による
　再開発前：　　民

区

区

整備開始

平成中期

全域 :

旧海岸通り
より西側
旧海岸通り
より東側

新芝運河

芝浦運河芝浦運河

高浜運河高浜運河

:

: 区
都

図１　用語の定義

図３　分析の対象範囲

図４　内部護岸・遊歩道の整備ﾌﾟﾛｾｽ

図２　内部護岸上遊歩道の整備状況

表3　各遊歩道単位の整備年と整備主体

　沿岸敷地：
運河沿遊歩道：

内部護岸上遊歩道：

沿岸建築物：
接続用構造物：

運河に面する敷地。
内部護岸上部、防潮堤沿いを一般の
歩行者に開放した遊歩道。
運河沿遊歩道のうち、内部護岸上部
に整備されたもの。
運河に面する建物。
運河沿遊歩道への出入口に設けられ
る階段、スロープ等の構造物。
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図５　遊歩道整備の整備主体の変遷

表2　遊歩道整備の整備年のパタン
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表13　植栽の組合せﾊﾟﾀﾝ

表11　植栽の基調要素

表12　植栽の強調要素

表9　舗装の強調要素

表4　基調要素と強調要素の定義

表5　手摺の基調要素 表7　手摺の組合せﾊﾟﾀﾝ

表6　手摺の強調要素

表8　舗装の基調要素

表10　舗装の組合せﾊﾟﾀﾝ
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-1)、模様はあるが遊歩道内で変化がないもの (①-2)、
模様が遊歩道内で変化するもの (②)、素材、基調色が途
中で変化するもの (③)の 4ﾊﾟﾀﾝに大別できる。
4.3　植栽の基調と強調　基調要素について（表 11）高
さは、なし、低木、中高木が見られ注 6、そのほとんど
が中高木であった。また強調要素について（表 12）、ベ
ンチなどの滞在要素と接続用構造物などの接続要素が見
られた注 7。特に接続要素は植栽を分断し沿岸敷地への
視線を通すため、景観においてより大きな変化を与える
強調要素と言える。また前節同様、組合せﾊﾟﾀﾝを検討す
ると（表 13）、植栽がないもの (⓪)、接続、滞在要素が
ないもの (①-1)、滞在要素のみがついているもの (①
-2)。接続要素があるもの (②)、高さが途中で変化して
いるもの (③)の 5ﾊﾟﾀﾝに大別できる。
4.4　景観要素の構成　遊歩道単位の各景観要素の組合
せﾊﾟﾀﾝを元に構成を検討すると（表 13）、8ﾊﾟﾀﾝに大別で
きる。全てのﾊﾟﾀﾝにおいて手摺は全て①であり、遊歩道
内の変化は見られない。あは植栽がないﾊﾟﾀﾝであり、特
に天王洲 S1 と天王洲 E2 は遊歩道のﾚﾍﾞﾙを沿岸敷地ま
で上げることで、沿岸建築物を隣接させている。い～え
は舗装の組合せﾊﾟﾀﾝが①であり、いずれも統一感を重視
している。いは植栽も①であり全体として単調な印象と
なってしまうが、うは基調要素が変わらず接続要素があ
るため単調さを回避している。一方えは植栽の基調要素
である高さが途中で変わるため統一感を崩してしまって
いる。お、かは舗装の組合せﾊﾟﾀﾝが②であり、遊歩道内
で基調要素が変化せず強調要素が変化するため、統一感
を担保しながら変化のある空間となっている。特にかは
植栽も②であり、さらに変化のある遊歩道と言える。き、
くは舗装の組合せﾊﾟﾀﾝが③であり、きは舗装の素材が、
くは舗装の基調色が遊歩道内で変化している。きは唐突
に素材が変化してしまうため、統一感のなさが目立って
しまっているが、くは模様を用いて自然に基調色が変化
するため変化を目立たせていない。
5. 整備主体と景観要素の関係とその分布
5.1　整備主体と景観要素の関係　整備主体と各景観要
素の組合せﾊﾟﾀﾝの関係を検討する（表15）。手摺は都整
備のものでは①-2の全てがⅡ期に整備されていることか
ら、時代による傾向がある。舗装は都整備のものの多く
が①-2であり、①-1のような模様のない舗装は整備して
いない。それに対して区整備のものに②はなく、強調要
素を変化させていないため統一感を重視していると考え

られる。植栽は、高さや接続要素は植栽帯の幅や沿岸敷
地の状況に影響を受けるため整備主体による傾向が見ら
れなかった。また整備主体と景観要素の構成の関係を検
討しても（表16）、都主導のAはえ、き、くなど③を含
む変化が大きいものが多く、区が関わるBはいなどの変
化が小さいものが多いという傾向が見られた。
5.2 整備主体と景観要素の分布　全資料46件の内35件は
橋梁の下などを通じて他の単位と連続するため、その連
続した遊歩道を遊歩道連続帯と定義し、基調要素と強調
要素の変化について、整備主体とともに特徴的な3例に
ついて検討する（図6）。まず手摺では、都は運河ごと
に対岸との色の統一を重視しているため、複数の運河を
跨ぐ遊歩道連続帯では色が変化してしまうことがある。
新芝S1～芝西N2は3本の運河を跨いでいるため、遊歩道
連続帯の中で手摺の色に変化が見られる。また舗装、植
栽では、新芝S1と芝浦W5は整備主体が異なる一方、同
時期に整備されたため、両主体でデザインの連携が取れ
ず、基調要素に差が出てしまっている。一方、芝西
W5~芝西W6では、舗装、植栽をH5に都が整備した芝西
W6に対し、H30に区が芝西W5を整備したが、芝西W6
の舗装、植栽を踏襲して整備することで、統一感のある
景観を形成している。このように、整備年が離れること
で既存のデザインを踏襲できることもある。高浜W1～
高浜W5は整備年が離れているものの、全て都によって
連続的に整備されている。かつ遊歩道連続帯としても、
全ての基調要素が変化せず、かつ手摺の装飾や舗装の模
様などの強調要素が変化しており、統一感を担保しなが
ら変化のある景観を形成していると言える。　
６. 結　本研究では、内部護岸上遊歩道の整備主体と景
観要素の構成の関係を明らかにした。今後の内部護岸上
遊歩道の整備においては、基調を崩さず遊歩道を整備す
ることが重要であり、異なる整備主体同士で連携を取れ
るとさらに良い景観を形成できると思われる。

タイル、インターロッキングブロッ
ク 、コンクリート平板は複数の色が
見られたため、さらに暖色系（暖）
、寒色系（寒）、グレースケール（G
）に分類した。

参考文献1の東京港防災計画図を元に算出。
整備主体は東京都港湾局、民間企業から頂いた竣工図の名義を元に判別。港区の竣工図
は入手できなかったため、それ以外の場所は、平成中期まで旧海岸通りより東側の遊歩
道工事は都が整備、それ以外は区が整備を行ったこととする。
整備年は東京都港湾局、民間企業からいただいた竣工図の年を元に判別。港区の竣工図
は入手できなかったため、それ以外の港区が整備した場所に関しては、基本的に遊歩道
工事後すぐに遊歩道開放をするため、遊歩道開放年を整備年とした。
基調色は舗装の中で最も大きい面積を占める色とする。２色が同程度の面積を占める場
合は基調色を2色とする。また色は舗装図面の記載を元に判断した。
港区と品川区が定める基準より、1.5m以上を中高木、未満を低木とした。
滞在要素は植栽帯の変形を伴うものを対象とする。また接続要素は遊歩道両端の接続用
構造物を抜いたものを対象とする。
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1）東京都港湾局：東京港の防災事業 令和4年(2022) , 東京都港湾局 , 2022
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表13　整備主体と景観要素の構成

手摺舗装植栽
いあ う え お か き く

(①,①,⓪) (①,①,①) (①,①,②) (①,①,③) (①,②,①) (①,②,②) (①,③,①) (①,③,②)

A 都 都

2

8 1

1

2

2

2 3 24 1

4

3

3

1

2

2

1

1 3
都

都 都 区

都 区 区

民 民 民

B1

B2

C

４章：景観要素の構成

３
章
：
整
備
主
体

表13　整備主体と各景観要素の関係

期期 期期
S58S58

整備年整備年

H1H1 H10H10 H20H20 H30H30
期期

凡例凡例

期期
1133

44

333344

66

66

66

22 11

11

22

55

551010 33

2020

４章：組合せﾊﾟﾀﾝ
⓪ ①-1 ①-2 ② ③

都

都

都

区

区

民

民

民

植
栽

舗
装

手
摺

３
章
：
整
備
主
体

22 44

11 33

22 1122 11

22

33 22

11 33

33

1111

1111

11 11

1111

22

2222

22

1122

55

表 15注）整備年が明確でない遊歩道に関しては、遊歩道開放年を元に整備時期を判断した。
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表14　景観要素の構成

表15　整備主体と各景観要素の組合せﾊﾟﾀﾝの関係

表16　整備主体と景観要素の構成の関係


